
一
「
稲
村
三
伯
先
生
生
誕
之
地
」
訂
碑

鳥
取
市
川
端
三
丁
目
一
二
六
番
地
滝
本
塗
装
店
前

三
伯
は
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
年
）
、
川
端
三
丁
目
の
松
井
如
水
と
い

う
町
医
者
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
こ
の
生
誕
地
の
碑
は
昭
和
二
十

七
年
の
烏
取
大
火
後
、
屋
敷
跡
地
が
宅
地
化
さ
れ
不
分
明
と
な
っ
た
た

め
、
昭
和
三
十
一
年
一
月
、
三
伯
を
顕
彰
す
る
人
々
（
代
表
”
川
上
貞

夫
）
に
よ
っ
て
町
内
の
稲
荷
神
社
の
前
に
建
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
平

成
六
年
六
月
、
石
碑
は
同
町
内
会
の
都
合
に
よ
り
滝
本
塗
装
店
前
に
移

さ
れ
た
。

二
「
稲
村
三
伯
顕
彰
碑
」

鳥
取
市
本
町
一
丁
目
二
一
○
番
地
遷
喬
小
学
校
前
庭

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
、
稲
村
三
伯
顕
彰
会
（
三
浦
百
重
会
長
）
に

よ
っ
て
、
三
伯
生
誕
二
○
○
年
を
記
念
に
造
ら
れ
た
。
三
伯
の
ブ
ロ
ン

鳥
取
市
内
の
稲
村
三
伯
関
係
遺
跡

三
稲
村
三
仙
「
ハ
ル
マ
和
解
」
完
成
二
○
○
年
記
念
の
碑

鳥
取
市
戎
町
三
一
七
番
地
鳥
取
県
医
師
会
館
前

平
成
八
年
二
月
十
七
日
、
鳥
取
県
医
師
会
（
会
長
”
入
江
宏
一
）
と
稲
村

三
伯
顕
彰
会
は
、
三
伯
が
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
年
三
月
十
八
日
、
我
が

国
最
初
の
蘭
和
辞
書
で
あ
る
「
ハ
ル
マ
和
解
」
を
完
成
し
た
そ
の
二
○

○
年
を
記
念
し
建
立
さ
れ
た
。
題
字
は
入
江
宏
一
に
よ
る
。

（
稲
村
三
仙
肌
彰
会
代
炎
森
納
）

所
在
”
平
成
七
年
十
二
月
二
十
四
日
、
福
島
県
東
白
川
郡
鮫
川
村
渡
瀬

蛭
田
流
産
科
の
開
祖
東
翁
蛭
田
玄
仙
（
克
明
）
が
江
戸
時
代
の
産
科
学

の
向
上
発
展
に
貢
献
し
た
業
績
が
本
学
会
員
二
宮
陸
雄
氏
の
『
蛭
田
玄

仙
と
そ
の
産
科
」
（
平
成
五
年
）
刊
行
に
よ
っ
て
出
生
地
福
島
県
東
白
川

郡
鮫
川
村
に
強
烈
な
文
化
的
衝
撃
を
与
え
、
全
村
を
挙
げ
て
の
顕
彰
事

業
が
企
画
さ
れ
た
。

す
で
に
吉
田
當
三
記
念
館
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
隣
村
（
石
川
郡
浅

川
町
）
の
富
永
健
福
島
県
医
師
会
理
事
（
富
永
国
比
古
会
員
の
尊
父
）
が
世

話
人
と
な
り
、
平
成
七
年
七
月
三
十
一
日
、
産
科
医
蛭
田
玄
仙
顕
彰
事

業
打
合
会
開
催
同
年
八
月
、
日
本
母
性
保
護
産
婦
人
科
医
会
、
福
島
県

医
師
会
、
日
本
医
史
学
会
の
協
力
を
得
、
九
月
三
十
一
日
、
芳
賀
文
雄

鮫
川
村
長
を
委
員
長
と
す
る
「
産
科
医
蛭
田
玄
仙
顕
彰
事
業
実
行
委
員

会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

二
宮
陸
雄
氏
が
顕
彰
碑
建
立
基
金
用
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
著
書
一
五

蛭
田
玄
仙
先
生
顕
彰
碑
建
立
及
び
生
誕
一
一
百
五
十
年
祭
の
記
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○
冊
の
頒
布
を
初
め
顕
彰
碑
の
建
立
、
生
誕
二
五
○
年
祭
、
記
念
講
演
．

式
典
が
企
画
さ
れ
た
。

平
成
七
年
十
二
月
二
十
四
日
、
顕
彰
碑
の
除
幕
式
と
生
誕
二
百
五
十

年
記
念
法
要
が
同
村
渡
瀬
の
長
雲
山
智
徳
院
観
音
寺
（
蛭
田
家
菩
提
寺
）

で
行
わ
れ
た
。

本
会
か
ら
蒲
原
宏
理
事
長
が
代
表
と
し
て
参
列
し
祝
辞
を
捧
げ
た
。

当
日
は
村
長
以
下
村
民
一
五
○
名
余
、
福
島
医
大
産
婦
人
科
学
教
室
佐

藤
章
教
授
を
初
め
県
医
師
会
関
係
者
多
数
が
参
列
し
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

呈
さ
れ
た
。
法
要
後
、
公
民
館
で
記
念
式
典
。
二
宮
陸
雄
氏
の
表
彰
が

行
わ
れ
た
。
（
二
宮
氏
は
所
用
の
た
め
欠
席
）
・

富
永
健
氏
の
記
念
講
演
は
「
富
士
川
浦
先
生
が
白
河
駅
か
ら
人
力
車

で
鮫
川
村
渡
瀬
ま
で
数
十
キ
ロ
の
道
を
蛭
田
玄
仙
の
子
孫
を
訪
ね
て
来

ら
れ
、
詳
細
に
調
査
を
行
い
、
そ
の
時
蛭
田
家
の
女
の
子
に
、
女
医
に

な
る
よ
う
に
と
熱
心
説
得
さ

懸
っ
た
。会
場
に
は
同
村
渡
瀬
字
田
苗
下
に
住
ま
わ
れ
る
御
子
孫
蛭
田
覚
氏

（
石
工
と
し
て
顕
彰
碑
を
彫
刻
さ
れ
た
）
の
宅
に
残
存
し
て
い
る
玄
仙
翁
関

係
の
資
料
の
展
示
が
行
わ
れ
、
子
孫
蛭
田
覚
氏
の
謝
辞
で
閉
式
。

顕
彰
碑
の
蒙
額
に
相
当
す
る
も
の
に
蛭
田
玄
仙
の
七
十
歳
の
直
筆

「
産
科
済
生
」
を
拡
大
し
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
文
及
び
碑
陰
の
刻
文
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。

東
翁
蛭
田
玄
仙
先
生
の
碑

一
七
四
五
年
・
延
享
二
年
こ
こ
鮫
川
村
渡
瀬
の
農
家
に
生
ま
れ
た

蛭
田
玄
仙
先
生
は
難
産
で
命
を
失
う
産
婦
と
そ
の
家
族
の
嘆
き
を
み

て
産
科
済
生
の
志
を
立
て
権
威
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
学
自
験
に
よ

り
独
自
の
蛭
田
流
産
科
を
創
始
し
た

先
生
は
東
北
か
ら
関
東
ま
で
一
杖
一
笠
四
方
に
赴
い
て
名
利
を
離

れ
て
仁
術
を
施
し
多
く
の
産
婦
を
救
い
そ
の
術
は
門
人
た
ち
に
よ

り
遠
く
名
古
屋
に
ま
で
も
伝
え
ら
れ
た

東
翁
蛭
田
玄
仙
先
生
の
生
誕
二
五
○
年
に
当
り
そ
の
産
科
済
生
の
偉

業
を
た
た
え
る
た
め
こ
こ
に
碑
を
建
て
て
記
念
と
す
る

一
九
九
五
年
十
二
月
二
十
四
日

産
科
医
蛭
田
玄
仙
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会

鮫
川
村

日
本
医
史
学
会

日
本
母
性
保
護
産
婦
人
科
医
会

福
島
県
医
師
会

題
字
東
翁
蛭
田
玄
仙
先
生
七
十
歳
当
時
の
直
筆
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東
翁
蛭
田
玄
仙
先
生
の
事
績

蛭
田
玄
仙
先
生
の
名
は
克
明
字
は
至
徳
と
い
い
玄
仙
は
号
で
あ
る

江
戸
時
代
後
期
当
時
は
京
都
の
賀
川
流
産
科
が
関
東
に
も
広
ま
り

産
科
医
の
十
中
八
九
が
そ
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
た
が
玄
仙
先
生
は
独

学
自
験
の
末
賀
川
流
と
は
異
な
る
独
自
の
蛭
田
流
産
科
を
考
案
し
た

玄
仙
先
生
三
十
三
歳
の
時
で
あ
る

特
に
出
産
に
際
し
て
は
「
仰
臥
を
以
て
脆
坐
に
優
れ
り
」
と
し
そ
れ

ま
で
坐
っ
た
ま
ま
出
産
し
て
い
た
も
の
を
仰
向
け
に
寝
て
お
産
を
す

る
こ
と
に
よ
り
産
婦
に
か
か
る
負
担
が
少
な
く
回
復
も
早
い
こ
と

を
究
明
し
仰
臥
位
出
産
を
奨
励
し
た

ま
た
難
産
は
「
手
を
用
い
て
施
術
す
る
こ
と
が
簡
に
し
て
か
つ
効

多
い
」
と
し
て
手
指
を
も
っ
て
処
置
す
る
用
手
産
法
を
編
み
出
し
た

ほ
か
胎
児
の
位
置
を
矯
正
し
難
産
解
消
を
図
り
「
安
産
の
神
様
・

東
翁
」
と
称
讃
さ
れ
尊
敬
と
信
頼
を
あ
つ
め
た

こ
の
よ
う
に
玄
仙
先
生
の
蛭
田
流
産
科
と
そ
の
思
想
は
当
時
わ
が
国

の
出
産
法
に
変
革
を
も
た
ら
し
賀
川
流
産
科
に
代
わ
る
近
代
産
科
の

先
駆
と
し
て
そ
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た

玄
仙
先
生
は
晩
年
を
江
戸
に
住
み
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
年
）
十

月
七
十
一
歳
の
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
関
西
に
そ
の
産
科
を
広
め
よ

う
と
し
て
京
都
に
上
る
途
中
箱
根
で
病
に
倒
れ
翌
春
渡
瀬
の
生
家

に
運
ば
れ
て
静
養
し
た
が
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
年
）
春
正
月
三
日

七
十
三
歳
に
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た

こ
こ
長
雲
山
観
音
寺
は
玄
仙
先
生
の
菩
提
寺
で
あ
り
生
誕
二
五
○

年
を
記
念
し
て
こ
の
境
内
に
顕
彰
碑
を
建
立
す
る

な
お
顕
彰
碑
の
台
座
に
は
次
の
刻
名
が
あ
る
。

産
科
医
蛭
田
玄
仙
顕
彰
事
業
特
別
功
労
者

日
本
医
史
学
会
会
昌
（
二
宮
陸
雄

医
学
博
士

著
書
「
蛭
田
玄
仙
と
そ
の
産
科
」
一
五
○
冊
寄
贈

産
科
医
蛭
田
玄
仙
顕
彰
弔
業
実
行
委
此
会

委
員
長
村
長
芳
賀
文
雄

副
委
員
長
議
長
藤
田
好
幸

委
員
副
議
長
関
根
貢

総
務
常
任
委
員
長
前
田
武
久

厚
生
文
教
常
任
委
員
長
船
木
彦
助

農
林
建
設
常
任
委
員
金
沢
省
道

赤
坂
西
野
区
長
高
坂
久
男

西
山
区
長
関
根
功
男

赤
坂
中
野
区
長
小
松
幹
夫

赤
坂
東
野
石
井
草
区
長
佐
藤
一

富
田
区
長
松
本
克
己

渡
瀬
区
長
赤
坂
基

青
生
野
区
長
石
塚
寛

医
師
会
富
永
医
院
富
永
健

平
成
七
年
十
二
月
二
十
四
日

鮫
川
村
長

大
字
渡
瀬
字
江
竜
田

大
字
渡
瀬
字
田
苗
下

芳
賀
文
旅

芳
賀
弘

蛭
田
覚

撰聿巨
石
工
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縁
故
・
地
域
関
係
者
蛭
田
党

蛭
田
栄
次

蛭
田
正

蛭
田
一

芳
賀
弘

蛭
田
晃

津
田
彰
夫

助
役
緑
川
渭
幸

収
入
役
鈴
木
英
亮

教
育
長
前
田
守
保

総
務
課
長
関
根
武
捷

生
涯
学
習
課
長
高
坂
幸
男

企
画
調
整
課
長
斎
藤
實

住
民
課
長
添
田
剛
弘

蛭
田
玄
仙
先
生
及
び
一
族
の
墓
碑
は
同
村
福
原
共
同
墓
地
に
あ
り
、

本
会
を
代
表
し
て
献
花
掃
苔
を
行
っ
た
。
ま
こ
と
に
小
さ
な
墓
碑
に

文
化
十
四
丑
棯

「
雲
誉
玄
薫
清
信
士
霊
位

正
月
初
三
萱
」

と
あ
る
。
左
の
拙
句
を
献
ず
る
。

○
三
尺
に
足
ら
ぬ
名
医
の
冬
の
墓
ひ
ろ
し

交
通
“
大
変
不
便
な
所
な
の
で
、
予
め
鮫
川
村
役
場
に
道
順
を
問
い

合
わ
せ
る
の
が
よ
い
。

鮫
川
村
役
場
（
生
涯
学
習
課
・
教
育
委
員
会
又
は
緑
川
助
役
）

共
催
京
都
医
学
史
研
究
会

と
き
一
九
九
六
年
五
月
十
九
日
（
日
）
午
前
九
時
半

と
こ
ろ
京
大
会
館

開
会
の
こ
と
ば
長
門
谷
洋
治

一
、
グ
レ
イ
解
剖
害
第
三
八
版
一
九
九
五
栗
本
宗
治
（
西
宮
市
）

二
、
京
都
癩
狂
院
長
高
松
舞
よ
り
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
癒
狂
院
長
へ
の

答
弁
害
ｌ
長
遠
寺
資
料
補
遺
Ｉ
藤
田
俊
夫
（
京
都
市
）

三
、
ト
バ
・
バ
タ
ク
地
方
に
お
け
る
ラ
イ
ン
伝
道
会
の
医
療
活
動

安
田
純
一
（
西
宮
市
）

四
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
病
院

泉
彪
之
助
（
金
沢
市
）

五
、
坪
井
信
友
の
億
川
信
哉
宛
の
書
簡
○
中
山
沃
・
亥
野
彊
（
西
宮
市
）

六
、
「
饒
甥
雑
記
』
ｌ
長
崎
浩
斎
か
ら
佐
渡
三
良
へ
ｌ
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

七
、
医
家
先
哲
墨
跡
供
覧
ｌ
佐
藤
尚
中
・
長
谷
川
泰
・
吉
岡
彌
生
ｌ

杉
立
義
一
（
京
都
市
）

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
春
季
大
会

福
島
県
東
白
川
郡
鮫
川
村
大
字
赤
坂
中
野
字
新
宿
調
１
５
、
電
話

○
二
四
七
’
四
九
’
三
二
一
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
○
二
四
七
’
四
九
’
二
六

五
一
、
〒
九
六
三
’
八
四

（
蒲
原
宏
）
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